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令和２年第８回 魚津市教育委員会会議録 

 

１ 開催日時及び場所 

令和２年９月１日（火）  場所 第一分庁舎２階会議室 

午後４時05分 開会 

午後５時55分 閉会 

 

２ 出席者 

教育長  畠 山 敏 一 

１ 番  島 津   豊 

２ 番  伊 東 潤一郎 

３ 番  山 浦 春 美 

４ 番  片 山 さゆり 

 

３ 出席職員 

次長兼教育総務課長 

生涯学習・スポーツ課長 

こ ど も 課 長 

図 書 館 長 

埋没林博物館長 

学 校 教 育 係 長 

生涯学習・文化係長 

窪 田 昌 之 

政 二 弘 明 

矢 野 道 宝 

初 道 ゆかり 

石 須 秀 知 

近 堂 暢 昭 

塩 田 明 弘 

学 校 教 育 課 長 

地 域 協 働 課 長 

学校給食センター所長 

水族館博物館管理課長 

総 務 係 長 

ス ポ ー ツ 係 長 

上 田   靖 

小 林 孝 仁 

高 吹 浩 司 

石 川 勝 弘 

石 崎   薫 

高 森 哲 也 

 

       

４ 傍聴人 １名 

 

５ 会議の要旨 

午後４時５分、畠山教育長が開会を宣する。 

 

⑴ 前回会議録の承認 

全員異議なく承認した。 

 

⑵ 議案 

       議案第47号 魚津市学校給食費補助金交付要綱の制定について 

近堂学校教育係長から説明し、全員異議なく承認した。 

  議案第48号 魚津市プログラミング教育推進協議会設置要綱の制定について 

  近堂学校教育係長から説明し、全員異議なく承認した。 

 

 ⑶ 報告事項 

   ①令和２年度９月補正予算（案）について 

②魚津市基金条例の一部改正について 

③ＧＩＧＡスクール対応タブレット端末機器導入業務契約の締結について 
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④令和元年度魚津市継続費精算報告書について 

⑤魚津市教育委員会会計年度任用職員の勤務時間に関する規程の制定について 

⑥図書館の開館時間・休館日の見直しについて 

⑦生涯学習・スポーツ課スポーツ係事業について 

⑧令和元年度事務事業説明書について 

⑨令和元年度各決算に係る主要な施策の成果報告書について 

⑩ふるさと魚津発県外学生応援事業 

 

議事 

 【魚津市プログラミング教育推進協議会設置要綱の制定について】 

 伊東委員 

  要綱の第１条の設置に「コンピューターを活用してよりよい社会の構築ができるよう」と掲げて 

 あり、協議会の委員には、社会に出てどういうものが必要であるか述べられる委員が必要だと思い 

ます。社会のニーズがわかるようなアドバイザーをメンバーに入れないのでしょうか。 

 

 上田学校教育課長 

  会長である上松委員においては、ＩＣＴ事業に関する国の事業にかかわっておられ、企業とも多

く交流なされ、社会の動向やニーズを的確に把握されています。協議会においては、広い識見から

十分にアドバイザーとしての役割を果たして頂けるものと思っています。  

  

 山浦委員 

  プログラミング教育推進チームの 11名についてお伺いします。 

 

 近堂学校教育係長 

  魚津市情報教育研究会の役員９名と教育総務と学校教育課の各職員１名です。 

 

【令和元年度各決算に係る主要な施策の成果報告書について】 

山浦委員 

 基本事業概要シートの評価は、ＡとＢだけの評価なのか、もっと段階がある評価なのでしょうか。 

評価については、事業の内容が評価され、決算額は関係ないですか。 

 給食の残食率は、低い水準を維持しているので、評価が良くなっているものと思っています。 

 

窪田教育員会次長 

 評価については、コストの効率性という評価も一部あり、決算額のみで評価は行っていません。 

事業の妥当性や有効性も含めて総合的に評価を行っています。 

 

伊東委員 

 適応指導教室運営事業の評価がＡになっています。取組みについては、いろいろ行っていると 

いうことでＡの評価になっていると思われますが、中学生の不登校生徒の割合の目標値に対して、 

実績数値が達成していません。これは、取組が誤っているということになると思います。目標を 

達成できない場合は、新しい施策を取り入れていくべきだと思います。 
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窪田次長 

   施策における評価は、関係する事務事業の積み上げとして総合評価されています。委員のご指摘

のとおり、ある事務事業が高い評価であるが、成果指標の改善につながっていないことは、検証が

必要であり、基本的にはスクラップアンドビルドを行い目標を達成するために、事業の進め方や内

容についても改善が必要と考えております。 

 

伊東委員 

 中学生の学習の達成状況の数値が大きく減少しています。中学生の対策を重点的に行う必要が 

あると思います。 

 

上田学校教育課長 

 小・中学校が連携・交流しながら市全体の学力向上への取組みを進めています。すぐに結果が 

あらわれるものではありませんので、継続的に行っていく必要があると考えております。 

 子供たちが、意欲的に授業に取り組み、さまざまな経験により力をつけていき、積極的に家庭 

学習に取り組むように努めたいと思っております。また、学級や個々の学力の検証・分析を行い 

効果的な指導の研究を進めていきます。 

 

畠山教育長 

 数字は指標であり大変大事ではありますが、数字だけを追っていてもうまくいきません。 

今後も、児童が学習に取り組むための教育支援体制を充実していきたいと思います。 

 

 

議事が終了したので教育長が閉会を宣した。 

 

 

 

 


